0522　国際・社会探究Ⅰ　テーマ助言会準備
【本日の予定】
	5/29（金）のテーマ助言会まで、本日がラストです！探究・研究の専門家の方からアドバイスを頂ける貴重なチャンス！そのチャンスを最大限に活かすために、しっかりと準備をしておきましょう^_^



1. ミニ・レクチャー「発表する」
＜発表スライドの構成＞
1⃣探究テーマ・メンバー名
	例「日本人学校に通う国際結婚／長期滞在家庭の児童生徒にとっての『居場所』」
	☆自分たちの探究内容が一番伝わるタイトルを！

☆囲み内が探究の1サイクルを示す
	2⃣はじめに
	・個人的な関心と社会的な背景は何か？

3⃣先行研究のレビュー
	・文献、論文調査、先行研究、先行事例、統計データ、専門家の主張、、、等から言えること
	・現状把握から見えた「課題」
		研究手法は正しいか？他の場合はどうか？
		☆研究で明らかにできることは、ほんのわずかです。研究の限界が、ヒントになる

4⃣リサーチクエスチョン（ＲＱ）の提示
	・先行研究からつながりのある問いだと、パーフェクト
	・焦点化する：ターゲットは誰か？誰の問題か？ゴールは何か？問題をどうしたいのか？
	・自分の探究にはどのような意義・価値がありそうか？
		社会問題の解決、他者の幸福度アップ、学問的発見…などなど

5⃣仮説・方法
	・先行研究を基に、仮説を提示する
		課題に対して、どのようなアプローチをすると、どのような結果がでるだろうか？
		何を明らかにしたくて、そのためにどのような手法をとるのか？
	・データ収集の方法
		フィールドワーク／インタビュー／観察／アクション…などなど
	・データ分析の方法
		M-GTA, SCAT, 統計的分析…などなど

6⃣検証（実際に行ってみる・やってみる）
	・行ったことと得られた結果を事実ベースで記述する
	・写真などを活用する

7⃣分析・考察
	・そこから何が言えるのか？どんな意味があるのか？なぜ、そうなったのか？
	・結果を踏まえてあなたはどんなことを考えたのか
	・次の探究サイクルに向けてどのような判断をしたのか→どのような課題に再設定したのか
	・次の探究サイクルへ



8⃣まとめ
	・あなたの探究では何が明かになったのか、それはどのような価値があるのか
	・探究の限界と課題は何か

以下、探究サイクルごとに2⃣～7⃣を繰り返す

引用文献・参考文献
※厳密には異なる	引用は実際の過程で引用したもの、参考は引用はしていないが、参考にしたもの
①参照した書籍、URL、論文などを必ず明記
②文献の示し方は以下を参照

田村学（監修）・廣瀬志保（編著）（2022）『高校生のための「探究」学習図鑑』, 学事出版

